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内 容 梗 概

最近の圧延機はその容景ならびに圧延速度が増大し,性能も高級化するにつれて,電気機器の操作頻

度も大となってきた｡電気機器はこれらの苛酷な使用に耐えねはならない｡同期電動機,誘導電動機は

耐熱絶縁物の進歩によって,その面目を一新した｡また直流電動機は600番形電動機が開発されて,急

速にその用途を増大しつつある｡水銀整流器も定電圧電源としては古くから使用されていたが,最近線

材ミル,熱間圧延機など各種の電源として,広く使用されるようになってきた｡ゲルマニウムおよびシ

リコン整流器も脚光を浴びて登場し,急速にその分野を拡大しつつある｡スイッチギヤとしては特にメ

タルクラッド形配電盤が多く使用されるので,これについて述べた｡制御卜器i･こおいては600番形電動機

に付属して電磁制動機が開発された｡また高頻度直流電磁接触器も開発された｡

1,緒

鉄機器特に圧延機は最近その容量が年とともに増大

し,またその性能も高級化し,圧延速度も高くなってき

た｡これに伴い電気磯路も容量,性能も著しく進歩発達

してきた｡補磯類もこれに歩調をそろえて進歩してきて

いることはもちろんである｡ 鉄用電気機器ほその使用

条件よりきわめで紆酷な取扱いを受けるが,主神機のい

ずれを問わず1機たりとも故障により停止すると全設備

の機能を停止させることになり,生産上重大なる問題と

なる｡これらの観点より製鉄用電気機番は信頼性を最大

の眼目とせねばならない｡したがって製鉄用電気設備の

計画ならびに 計にあたってはその要求される性能につ

いて十分検討して,最適のカ式を選定するとともに,各

機器についてほ 命そのほかを考慮して十分信頼のある

ものを選定すべきである:｡

2.同期

同期電動機ほ効率がよく,

障が少ないことなどのため,

電

力

動機

の調整が容易でかつ故

導電動 とともむこ製鉄用

に多く用いられるようになった｡最近力率の自動調整

を行うものも現われてきた｡日立製作所においても昨→

第1表 昨

年間に完成したものをあげると舞1表のとおりであ

る｡

製鉄用同期電動機は一般の同期

うな特長を有している｡

動機に比して次のよ

(1)急激な過負荷が繰り返しかかるため,電気的に

も機械的にもこれに十分耐えられるよう,頑丈な構造

となっている｡

(2)大きな過負荷にても安全に

トルクが大きくなっている｡

う脱出

(3)急激な過負荷の頻発する苛酌な用途であるの

で,局部的過熱そのほかを考 して定格出力における

過度上昇限度を一般のものより低くとり,B種絶縁で

温度上昇は500Cまたは400Cに制限しいてる｡

(4)コイルの電気的,機械的信頼度を増すため,す

べてSLS ワニスを用いている｡

(5)一般に鉄庭が多く室温が高い所で使用するので

他冷閉鎖通風式が採用されている｡

以上のような特長を有し,日動力率調整器と組合せ広

く製鉄用に同期電動機が使用される傾向にある｡現在用

いられているものは小鋼片圧延機などのように定速運転

される主ロール駆動用およぴレオナード設備やメッキ,

酸洗など処理用な電動発電機駆動用がある｡

同たれ心亡成完年 期卜電 動 機

昭和32年11月より33年10月まで 単独工場完成品
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第1I.実1はずみ車効果による尖頭負荷の減少

製鉄用誘

3.製鉄用誘導電動機

電動橙は,圧延用ロールやイルブナ設備を

駆動する圧延用主機と,テーブル,シヤーなどを駆動す

る圧延用補機の二憧に大別することができる｡これらの

電動機ほ,機械的にも電気的にも苛酷な条件で使用され

るので,それぞれの用途に対して最適の構造に設計製作

している｡

以下に製鉄用誘導電動機の特性や構造の特嵐山こつき

概説する｡

3.1圧延轢主横用誘導電動機

3.1.1圧延機用誘導電動機

間数負荷を繰り返す圧延機駆動電動機の容量は負荷

の二乗平均値で定められるから,フライホイールを直

結して尖頭負荷を軽減させる(弟1図参照)｡フライホ

イールは速度を落してエネルギーを放班させるもの

で,巻縦形誘導電動機でほ滑り調 器を併用して,滑

りを負荷に応じて自動的に加減して尖頭負荷を軽減さ

せる｡なお,電動機自体も最大回転力を大きくとり,

全負荷の250%の瞬間負荷がかかっても停止すること

のないよう設計製作している｡

ロールミルを駆動する誘導電動機は一般に大馬力

で,比較的低 度のものが使用される｡ロールミルが

鉄材などを噛み込む場合には,大なる機械的衝撃が加

わる｡また負荷が急激に増加するので大電流が流れ,

その電気的衝撃も非常に大きい｡この苛酷な負荷に十

分耐えるよう,機械的強度を十分に取り,材料の吟

味,工作,組立てなどに細心の注意を払っている｡

(1)固定子枠は鋼板熔接構造として軽量かつ頑丈な

構造とする｡

(2)固定子鉄心には良質のT級珪素鋼板を使用し鉄

損を極力小さくしで性能を高める｡

(3)固定子コイルは二層亀甲形とし,機械からくる

振動や大電流による電磁力によって移動することのな

いよう,線輪端部を巻線背部に入れたコイルささえ環

に固く緊縛し,鉄心満への納め力も入念に行って,機

第2図 比延用誘導電動機の固定子

3,300ヽ｢ 60､′ 14極 514rpm

形式 EFBD-DRQ

第3図 2,250kW(3,000HP)圧延用電動機

械的にも 気的にも絶縁劣化を招来せぬ構造とする

(第2図参照)｡

(4)回転子軸ほ鋼塊より入念に鍛 し,幅鉄は鋳鋼

製として,遠心力による強大な内応力に対して十分な

強度を持たせる｡

(5)回転子鉄心iこはB級珪素銅板を使用し,機械的

衝撃および遠心力に十分な強度を持たせるとともに溝

ほ半閉満としで性能の増大を図っている｡

(6)回転子コイルは平角導線を使用し,満都分は強

度の大きい特殊耐熱性樹脂で製作した楔で保持せし

め,鉄心外は強靭な鋼線で強固に緊縛してあるので,

運転中絶対に動くことはない｡

なお回転子ほ組立て完了後,静的および動的平衡を

慎重にとり,振動のおそれのまったくないようにして

いる｡

なお,-･般に鉄粉,灰塵,水蒸気の充満した室に据

え付けられるものであるので,絶縁や通風方式には特

に注意を払っている｡

第3図ほ2,250kW(3,000HP)圧延用誘導電動機の

外観である｡

3.1.2 イルブナ設備用誘導電動機



製 鉄

第41当l八幡製鉄納9,000kW(12,000HP)イルブナ

設備

イルグナ設備の誘導電動機は直接ロールミルを駆動

しないが,発電機を通じて 荷の急激な増減が加わる

ので,圧延用電動機とほぼ同様の負荷条件と考えてよ

い｡したがって,大なる機械的,電気的衝撃や塵挟に

対し圧延用電動機と同様に設計製作している｡

なおイルブナ設備ほ,誘導 動機,直流発 機,フ

ライホイールなど多数の大容量機が直結されているの

で,起動時の軸受潤滑を助けるために別置始動装置に

より,バーリングギヤを介して起動する構造になって

おり,これは発電機の整流子点検にも利用することが

できる｡第4図は八幡製鉄惇板分塊工場へ納入した

9,000kW(12,000HP)イルグナ設備の外観である｡

3.2 圧延補轢用誘導電動機

圧延機補機用 導電動機ほ,一般に起動停止,逆転の

頻度が非常に多く,しかも機械的衝撃や振動の多い場所

に使用される｡一般に短時間定格の全閉 導電動

機が使用されるが,上記の条件を考慮して特殊な設計が

施してある｡

3.2.1チルチングテーブル駆動用誘導電動機

チルチングテーブルほ一例を第5図に示すごとく起

動停止がきわめて急速ひんばんに行われる｡そのため
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第5岡 チルチングチーフ/り≠誘導滝動機

デューティサイクルの一例

TO-Ⅰ)R60 30lくⅥ｢10悔

第6図 加減速度巻線形誘導電動機

にひんばんに大なる起動電流が流れるので,巻線は圧

延用電動機と同様その電磁力で移動することのないよ

ほならぬ｡これは固定子,回転子とも同様

であるが,特に回転子には慣性力が加わる上,振動も

大きいから頑丈に固定しなけれは篭らぬ.二

また短 問で起動,停止できるよう慣性力を小さく

するために回転子の直径を小さく設計する｡そのほか

鉄粉などの多い所に使用される関係上 それ･らが巻線

の絶縁をおぴやかすことを防ぎ.あるいは回転子線輪

端などにはいり込まないような構造にしてある｡

3.3 加減速度誘導電動轢(通称クレーンモートル)

最近の製鉄用加減速度

歩によって著しく

導電動機ほ耐熱絶縁材料の進

気的性能を向上さすことができた｡

以下クレーンモーいレの構造および特長について

る｡

3.3.1外被の構造

クレーンモートルは

l＼

挨の多いところに使用され,

また起動停止をひんばんに繰り返して使用されるので

全閉形とし,自然冷却法を採用している｡外枠は鋳鉄

製にして頑丈に作られ,また冷却効果をあげるため弟

る図に示すように放熱リブを設けている｡

3.3.2 電気絶縁特性

(1)電線

固定子および回転子コイルほ二重綿巻銅線が使用さ

れていたが,最近の合成樹脂系絶縁材料の進歩によっ

て絶縁皮膜が薄くて電気的にすぐれ,耐熱性のよいポ
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備考‥ 各特性の項のQ㊥@は優位順を示し,若い数字の方が優位｡

日立 論別冊第29

第7国 クレーンモートルのコイルエンドのモール

ドを行ったもの

リビニルホルマール線,またはポリエステルエナメル

線が使用されつつある｡このようなエナメル線ほ苛酷

な使用条件のもとで運転される場合に絶縁皮膜の熟軟

化を生じやすいので,ポリエステルコンパウンドでモ

ールドを行うことがある｡舞7図ほ固定子および回転

子のコイルエンドをポリエステルコンパウンドでモー

ルドした一例を示す｡

ロール俄に使用されるモートルのように起動停止を

ひんばんに行う場合ほB瞳絶縁以上の耐熱絶縁を行っ

ている｡これに使用される 線ほ二 ガラス巻線ま

たはアスべス†線がある｡前者は後者に比較して電気

的にすぐれているが機械的強度が劣っている｡日立ク

レーンモートルほ電気的および機械的にすぐれた,耐

熱性合成繊維とガラス繊維を併用したテレグラスワイ

ヤを使用しており,高頻度の起動停止の運転に耐えら

れる構造になっている.｡弟2表はこの三者の電線を比

較したもので,テレグラス繰ほ従来のものよりも電気

的にも機械的にもすぐれていることがわかる｡特に耐

第3表 絶縁 ワ ニ ス の 特性

摩莱毛性は従来の巻線より格段にすぐれていることがわ

かる｡

(2)絶縁物

耐熱モートルのスロット絶縁材料にはガラスとマイ

カをはり合わせたガラスマイカスロットライナを使用

している｡

コイルの絶縁処理用ワニスほB瞳絶縁にはW-250

またほⅥL2800の合成樹脂サーモセットワニスを,

F種絶縁にほ耐熱アルキド系ワニスまたほ変性シリ

コーン/ワニスを,H桂絶縁にはシリコーンワニスを使

用している｡弟3表はこれらのワニスの代表特性を示

す｡

3.3.3 集電装置

クレーンモートルの重要な部分の一つに集電装置が

ある｡集 装置はスリップリングと刷子,および刷子保
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第8図 スリップリソグおよび刷~仁保持器

持苦から構成され,常に二次拭杭掛こ接続されて速度

制御を円滑に行えるように頑丈に作られているし ス

リップリングは第8図に示すように砲 製のリングを

マイカ絶縁したボスに塊根めされている｡スリップリ

ングの相聞ほガラステープを巻き,さらにポリエステ

ル樹脂を塗布して相聞絶縁を完全にしているこ刷子

は金属電気黒鉛系のものを使用し,大電流を通しても

長い寿命を持っている･｡刷子保持器は特殊構造とし･

刷子が摩末毛しても接触圧力が変らないようになってい

る｡

3.3.4 特 性

日本電機工業会規楕,JEM-1065に準拠している

が,製鉄用に適するよう最大因転力を250%以上に大

きくしてある｡定朽ほ60分定格を標準にしているが

B超絶練またはF榎絶縁にすることによって120分定

格以上に使用でき,過負荷耐最が大きくなっているc

特 高に い場合ほ他冷却方式として連

統定格のものも製作している｡

3.4 モートルローラ

モートルローラほこれを適当なピッチに ベて圧延材

料の運搬を行うコンベヤの一位で圧延効率を向上させて

いる｡

3.4.1構造および特長

本機はモーいレ,減速機,およびローラから構成さ

れており,弟9図に示すような構造になっているc

(1)ローラおよび減速

ローラは両側に配置された軸受台に支持され,その

一端に放り付けられたぎヤケース内の減速ギヤを介し

てモーいレに直結されている｡ローラほ衝撃に対して

十分の強度を持った肉惇の鋳鉄またほダクタイル鋳鉄

を用い,ローラシャフトに焼収めされ,置キー止めに

してある｡

ローラシャフトの軸受ほギヤケース側をダブルテー

パーローラベアリング,反対側をスクエリカルローラ

こr

第9固 モートルローラの構造

ベアリングとし,衝 およびスラス†荷重に対して十

分な安全度を持っている｡

ピニオンは肌焼鋼を使用し鯵炭焼入れiこよる表面処

理を すか,またニッケルクロム銅を使用して調質を

行っている｡ギヤほニッケルクロム鋼または機械構造

を使用して適当な硬度に 質処理を施してい

る｡以上はともに入念なラッピング作

ので苛酷な使用状態においても円滑 な

を行っている

きる｡

(2)モーいレ

モーいレの構造ほ苛酷な使用に耐えるよう頑丈に作

られている｡外枠は鉄粉そのほかの塵攻を防ぐため全

閉構造とし,冷却効率をあげるため放熱リブを設けて

いる｡.

固定子コイルは耐熱性のよい特殊ガラス巻線を使用

し,絶縁処涯削こは耐熱性ワニスを使用しているc

回転子には高抵抗導体を使用し,高滑り特性を与え

ている｡

軸受は 選されたボールベアリングを使用し･安全

率を大きくとっている｡またグリースほ耐熱性のよい

金属石鹸ベースのものを使用し,グリースが外部へ漏

洩しないようにオイルシールを使用している⊂

3.4.2 特 性

高頻度の可逆運転を行うモーいレローラほ次のよう

な条件を備えている｡

(1)起動および制動いレクが大きく,短時間に正道

運転が行える｡

(2)慣性モーメソト(GD2)が小さい0

(3)発生した熱を有効に放熱できる0

(4)機械的にも 気的にも十分可逆運転に耐える○

3.4.3 各種モーいレローラ

に適した構造のものを種々製作しており･第4

表は納入したモーいレローラの仕様を示すc

(1)板またほ角材 搬用

最も多く使用されている構造のもので第10～12図

に外観を示す｡弟】0囲および弟11図のモートルロー

ラは熱鋸磯前後面ビレット移送用で毎時600囲の正逆

転に耐える｡実際の 転状況ほ苛酷であって,某

鉄所で記録した一例を弟13図に示す｡そのときのモ

ーいレの温度上昇を舞14図に示す｡温度上昇は相当

高くなっているが,1分間に数十回の起動停止に十分
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第4表 モ ー ト

≡ロ
ー

ラl モ 【

ト ル

回転数

(~｡品l)ぶ品)l(rpmJ;形
式

300 600

310

1801TOY-K

6001 250.TOY-K

310 2,200. 250 ■TOY-K

400
■

3,560 25 TFOヽ∵K

350.127 TOヽ,~-k

=カ

ル ロ ー ラ 仕 様

日立評論別冊第29号

回転力(kg-m)■周波数運転隠密1[の

主星｣チ竺竺竺_÷_里_竺璽

0.75!F18
1.51H･F122

2.2! F

1.51 F

H

25

80

30

常 (～〕;(軌′hノ

50

50

1.5 50

50

正600

迎600

jE600

逆600

400

100

1,200

正1,200

辿1,200

1,200

ローラ径 300√) 長さ 600mm180rpnl

モートル 8極 B種絶縁

第10図 0･75kⅥr(1HP)モ】トルローラ(ビレット移送用)

ローラ径 310(う

モーいレ 6極

長さ 6(10mm 250rpm

B,F,H種絶縁

第11図1.5kW(2HP)モートルローラ

(シートバー移送用)

ローラ径 400¢ 長さ 3,560mm 25rpm

モーいレ 12極 F種絶縁

第12図 3kWモートレロr-一ラ(厚板移送用)

耐え,支障なく運転されている｡第12図は厚板の運

搬用でローラの長さが3,560mmという長いものであ

る｡一般のローラは軸回転方式であるが,本機はロー

ラが長いので軸固定式を採用してあり,長いローラを

円滑に運転できる｡

(2)パイプ運搬用

パイプを移送するには円筒状のローラを使用できな

いので鼓形のローラを使用している｡弟15図は中径

:丈

｣｣

単

年ヨ

第13周

運転時間

聖_堅牢竺

20i±2?冒｡｡
201±冒?冒｡｡
20!200

201常温

20

形 状

丸角

シート

シート

素 量

｣±g)

2,000

～2,500

1,200

1,200

惇板!19,000

管

圧延機‥･シー【1ノニー

圧延機の運搬状況

時 間

0-1

1-2.5

2.5～4.25

4.25へノ5

5′､7.75

寸 法
250×13.24

250×10.62

250×13.25

休 み

250x9.02

(26kgノ/m)

(20.8kgノm)
(26.5kg/ノm)

(17.7kg′/m〕

モートルフレーム

/

キヤケース

/ ク

ローラ径 290および350¢ 長さ 350mm 127rp皿

モーいレ12極 F植絶縁

第15図1･5kW(2HP)モートルローラ(中径管移送用)



第16図 チ′しナングテーブル

管移送川のモーいレローラで,1,200州時の起靴′享Ⅰと

に耐える｡

(3)テルチングテーブル用

チルチングテーブルに取り付けてあるローラはト台

のモートルによって, 団運転されるのが~普通であっ

たが,モーいレローラの普及に伴って,チルチングテ

ーブルにもだんだんと採用されるようになってきた･_;

舞1引図ほチルチングテーブルの全景を示す｡写真の

前面右月忙あるのがテーブルを上下させるための巻梶

形モー1リレで,テーブルの側面に見えるのがロ←ラで

ある｡圧延機をこ近いローラほ和当大きい衝撃をうけ･

また赤熱した銅片から幅射熱を多く受けるので機械的

にも電気的にも頑丈にしたA瞳絶縁モートルローラを

使用している｡第17図ほ3kW(4HP)モートルロ

ーラで銅材のショックがモートルに伝わらないように

フリクショソカップリングを設けている｡また起動停

止をひんばんに繰り返すので他冷却方式とし,ブロワ

によって強制冷却を行っている｡弟18図のモーヤル

ロ←ラは圧延機から離れた所に使用され一般のモー下

ルローラを使mしている｡本機は全閉外扇形とし自己

通風冷却方式を採用している｡

4.AISEおよびJEⅣ【600番形直流電動轢

1920年,米国の鉄鋼協会(AISE)から鉄鋼関係工場の

圧延補機および起重機用直流 動機の 格が発表さ

れ,米卸こおいて広く一般化されていたが,時代の進歩

とともにその改訂が必要となり,1947年,同協会より新

規格(1)が発表され,これに基くものをAISE600番形電

動機と称せられるようになった｡一方わが国においても

同様の用途の直流電動機に対して,日鉄塊格があり,長

年使用されてきた｡しかし時代の進歩に伴い,鉄鋼メー

カー,電機メーカーから新規格制定の要望が高まり,日

本電機工 会(JEM)において零

上述のAISE600番形

された結
,1956年,

動機の規格仕様寸法を大幅に取

ロ㌧-ラ径 35叫 長さ 700mnl 1421▼pm

モートレ12極 Ii種絶縁

第17岡 3kW(4HP)モート′Lローラ(チルチソ

プチーブル川)

｣享･?監忘ローラ径 35叩

キトール12極

長さ 700mm

lT檀紙縁

1421~pm

第18図 2.2kW(3HP)モートルローラ(テルチソ

ブテーブル川)

り入れた新規格(3)が制定さカ1た｡この電動機をJEM600

番形電動機と称している｡なお,1957年になって,

AISE規格の増補改訂(2)が行われ, のものより大形

の枠番(‡620,‡622,♯624)の追加が発表され,これに

ならってわが国でもJEM規格の増補改訂が目下審議さ

れている｡第5表はそれぞれの適Jl~i を示す｡

日立製作所では,昭和28年からその試作を始め,29

年には.インド･タタ製鉄会社に納入,好評を博し,以

,現在までの(昭和33年11月現在)総製作台数は約

450台に及び圧延用補機,荷役機械など各応用分野に確

固たる 積を有しているものである｡

以下に日立600番形電動機の構造ならびに特長を簡単

明する｡

(1)同一出力いレクに対して,従来のものに比し･

電動機外枠の小形化と,回転子慣性(GD2)の減少に

ょり,据付けや運転制御に著しい利点を発揮する｡

(2)同一枠番に対して,励磁方式,冷却方式,時間

定格温度上昇限度(周囲温度)を変えることにより,

用途に応じた種々の定格を持つことができる｡

一つの 動機は全閉形のときほ短時間(60分,また

は30分)定格となるが,各部のメクラ蓋をとり網目に

かえればそのまま閉鎖通風形連続定格となる｡この場

合ほ,強制通風方式が--→般である｡強制通風の場合に

は,通風用フアンを電動機外枠上に設置したいわゆる

ユニットクール方式がよく用いられる｡冷却風ほ,整

流子側下部またほ,上部ハンドホールカバー部分より

入気し反整流子側に排Hうされる｡

励磁方式ほ,直温分巻,復巻および他励磁に分けら
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第5表(B)JEM600番形直流電動機枠番適用表

第6表 AISEおよびJEM600番形直流電動

入台数(33-11)

こコ月〃■F規蕗寸;去
ガ

J.ソ

によるもの

⊂コJrル/規格Tr
によるも乙り

総台数Jリム､台

れる｡分巻の場合は,安定虐二巻付けし,また復巻の場

合の度合ほ50%直巻度が一般である｡主与某磁巻線は

励磁方式により種々異なるが,担1転子はこれらに対し

て共通であって互換性を持っている｡

(3)苛酷な負荷条件でも十分耐えるよう耐振,耐衝

撃構造とし,十分な機械強度を有し,また絶 およ

び整流,温度上昇など電気的にも十分余裕のある設計

となっている｡

(4)外枠ほ第19図のように二つ割構造となってお

り,618番まではヒンジ付き8角形鋳鋼製で,620番以

上ほヒンジなしの丸形鋼板 となっている｡

このため,回転子が容易に取り出され,保守点検に

きわめて便利である｡

(5)電機子巻線は614番以下は波巻巻線とし,均圧

第19岡 600番形直流電動機内部状況

第20図 AISE#620300kW(400HP)直流電動機

環の使用を避け,事故発生の原因を少なくし,616番

以上は良整流特性を確保するため重巻巻線としたが,

均庄或は民生流手側に設けて万一事故発生の場合,容

易に発見修理しうるよう考慮した｡

(.6)整流子の 作組立てには,材料組立て精度など

入念な吟味を行い,ライザはすべて整流子片より削り

出す構造で機械的にも熟的にもきわめて信頼度の高い

ものとした｡

(71電機子にほ有効な通風孔がありフアンエンドプ

レートのフアン効果とあいまって冷却効果が大きい｡

(.8)主憧および補極界磁 ポ...∨き大の ビこ/

板と継鉄との間には強力なバネ板を入れて巻線を押

え,耐振,耐衝三 構造とした.っ

主極鉄心ほ鋼板積層鉄心であることはいうまでもな

いが,軸方向に心金を入れて機械的塵度と継鉄への奴

仙ナを強固にした｡また補極鉄心の磁路断面掛ま磁気

的i･こ飽和しないよう余裕のあるものとし,過負荷にお

ける良整流を確保し,また適宜非磁性ライナを挿入し

て電流急変時の整 作用を良好にした｡

(9)刷子保持器ほ耐 性の絶 物を介してロッカに



昭和34年5月 圧 延 機 特 集 号 日立評論別冊第29号

第21図 AISE♯618150kW(200HP)直流電動機

第22図 分塊圧徒補機用JEM600番形直流電動機

取り付けられ,刷子の位置を多少調整できる構造とな

っている｡刷手打えバネは萎巻バネで簡単にして確尖

な方式を採用し,刷子は日立製作所製で特に整流能力

の優秀なものを使用している｡

(10)軸受は過魚荷にも十分余裕のあるもので,また

カー∵トリッジ形で内輪のみを残し密封のままで引き技

くことができ,保守点検が容易である｡パッキングほ

ラビリンスとなっておりグリース漏れの心配はない〔

弟20図はAISE#620300kW(400HP)330V600rpm

ユニットクール方式の電動機を,弟

21図はAISE#618150kW(200HP)

220V420rpmユニットクール方式

の電動機を示す｡

また弟22図ほ分塊圧延機補機用

のJEM600番形電動機群を示す｡

5･整 流 器

水銀整流器ほ静止器で能率がよ

く,電圧, 流制御が時 ノ
l
ヽな

｢し
∵間

行われ,かつ軽量で経済的なため圧

延機用電動機電源としてすぐれた特

長を有している｡欧米でほ戦前から

圧延機周途に整流器が使用されていたが,わが国でも近

年ホットストリップミル,線材ミル,などをはじめ種々

の連続圧延機や単独スタンドの非可逆ミルに多数の水銀

整流器が登場した｡欧州では可逆ミル電動機の速度制御

にも整流器がすばらしい発展を示し7,500kW(10,000HP)

級の設備ほ枚挙にいとまがない｡分塊圧延機の場合は水

銀整流器1台を切り換えて順変換および道変換を行うの

が普通であるが,冷問および熱間可逆ストリップミル,セ

ンジマーミルなどの場合にほ2台1組の水銀整流器を,

交差接蘭として連続的に円滑な張力制御を行う｡

これらの用途に使用される水銀盛流器は数年前まで,

真空ポンプを備えた排気形であったが,今日でほすべて

封じ射り形になった｡封じ切り整流器ほ日立においてほ

昭和29年に開発されたものである｡封じ切り整流器が初

めて現われた当時はこの鉄製大形放 管の寿命ははたし

ていくぼくであろうかと危惧の念をもってみられたが,

約4年間の数百タンクに及ぷ 転実蔽でほ真空低下の徴

候を認めたものなく,2年も使用したタンクを蓋開け取

り調べた結果,内部の変形,溶融,汚損の様子は見られ

なかった｡これらの結果を総合してみると10年以上は全

然手入れせずにすむことは確実であろう｡技術的板拠か

らは20年以上ほ問題なく補修なしで運転できるのではな

いかと予想される｡

その維持費の少ないこと,保守の簡便なことほ大きな

特長である｡実用にあたってほ,温度継電器の監視と,

陽極および陰極ヒータの定期的調査,送風機の軸承グリ

ースの補給など,きわめて簡単な事柄が保守事項のすべ

てである｡真空のチェックほ半年か1年に一度でよい｡

日立でほ弟23図に示すような,単極風冷,エクサイト

ロン形封じ切り整流器を生産している｡単極形ほミルの

ような急峻負荷用 Ⅰこ強大な負荷耐量を有し,単器2,000

kW故の整流装~置を供給することができる｡またエクサ

イトロン形ほイグナイトロン形と異なってイグナイタ

故を考 する必要がないため,信頼度が大で恒久的であ

曲L

戸
川
巾

一

第23図 封じ切り風冷水銀整流器タンク
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第7表 封じ切り整流器の応用例

第24国 対じ切り凰冷エクサイトロソ整流器

るニ.詳細は日二､ヒ評論昭和31年9月号｢最近の日立水銀

整流器｣を御参照いただきたい｡これらの整流器ほ電鉄

用無人変 所にも多数使用されているが,いずれもきわ

めて好成績である｡ミル用に使用する整流器ほ常時5～

20芳電圧を格子制御する｡またレオナード起動を行う際

には0～100%の′ 圧制倒が行われる｡電圧制御した場

合の整流器責務は別項記載のように整流器にとってつら

くなるのであるが,現在の整流器技術ではいかなる責務

に対しても合理的設計がなされ,信頼性は回転機と変ら

ない｡

日立封じ切り盤流器の 鉄用途に対する粕長を重複を

いとわず列挙すると次のごとくである｡

(1)単極形単器2,000kW750V絞まで製作■可能,

尖頭負荷に痛い

(2)エクサイトロン形,損耗部分なく,イ言敵性大,

寿命が長い

(3)二重カゴ形格丁,格子制御能力大,逆弧に強い

(4)VEシール,機械強度大,気密度良好

(5)直流点励弧,安定で夫弧などの心配がない

弟7表に製鉄用に使用した例を示す｡6タンク単位で

このような出力を出しうるのほ単極なればこそである｡

第24図ほ封じ切りエクサイトロンの写真である｡

半導体整流舘ほ米国において1954年よりゲルマニウム

整流器がまた1957年ころよりシリコン盤流紹が使用さ

れたのをはじめとして,その歴史i･ま比較的新しい｡発

の当初より数年の経験を経てその信掛性が認められ川

ほ時と共に増大しつつある｡もともと半導体整流器i･■よ能

第8表 製鉄用半導体整流器の用途

用 途

1.メ ッ

備 考

2.クリーニング,ピソクリング

3.補 機

空

水

9
.
1
〇
.

蓄
同
電
借

電
親
磁 励

溶
接
電
池

石

機

解

充
磁
電
電

源
炉
機
解
電
用
源
源

8～12V

′･･･24V

250V

65V

60V

～250V

60-･〉110V

llOV

150V

250V

3,000～10,000A

3,000～10,000A

lO,000A

5,000A(一例)

400A

lO,000A

lO～ 150A

270A(一例)

250A(一例)

1,000kW

第9表 ゲルマニウムおよびシリコン整流エレメン

トの特性の一例

･∴-∴..
半ヰ 由

第10表 代表的製作例一覧表

140kW

l,344kW

l,750kW

325kW

l18kW

120kW

350kW

125kW

8kW

30kW

l,000kW

750kW

575kW

圧

28V

l12V

140V

65V

227V

24V

l17V

1;喜ご∃110V

l,500V

600V

l,350V

電 流

5,000A

12,000A

12,500A

5,000A

520A

5,000A

3,000A

5,000A

72.7A

273A

150%2時間

用 途

水 電

食 塩

ア ル ミ 電 解

宍 空 溶 解

定 電 圧 電 源
クリ【ニンダライン

ほか
コ イ ル 焼 付 用

試 換 用

蓄屯池充電ほか

励 磁 機 ほ か

由二 流 変

‥さ::::∴::-‥､-･

電
仁†1

-il.

台
台

4

1

ダルマ

ゲルマ

ゲルマ

ン/リコソ

ダルマ

ゲルマ

ダルマ

シ′リコソ

ダルマ

ダルマ

シリ コン′

う/リ コン′

シリ コン

ごノリ コン′

率のきわめてよい機械で低電圧,大電流の範囲でほ,ほ

かにこれと比肩する整流装置ほない｡電圧制御は負荷時

電圧調整相,誘 電圧調整器,あるいほ可飽和リアクト

ルで行わざるを得ないので, 応性および制御範囲に制

約がある｡それゆえ現在の半導体整流器は次に記するよ

うな用途に川いるべきで,尖頭負荷の大きい,電圧制御

が迅 を要する向きにほ適さない｡しかし最近GE杜で

発表した制御植付シリコン整流器が発 するならば 圧

制御,速度制御はまったく水銀整流器と変らないものと

なり,その小形,経済性より驚異的な応用途が開けるも

のと考えられる｡

ゲルマニウム整流器とシリコン整流器の適用ほ,経済

牲および効率の比較によって行われる｡また周囲温度,

必要風量または水量などによっても選択される｡それら



昭和34年5月 圧 延 機 特 集 号 日立評論別m第29号

第25図120kW 24V 5,000A

クリーニソブライン用ゲルマニ

ウム整流器

選択の基準ほ,おのおのの特性に基く

ものである｡弟9表に特性を示す｡ゲ

ルマニウム整流エレメソ†一個で,

65Vないし75Viこ使用しうるので,

この程度の電圧でほダルマの方が効

もよく,経済的である｡シリコンはよ

り高い 圧で特長を発揮する｡実際に

ほ場合場合に応じて最適のものを選ぶ

べきで--･概にいずれがよいとはいいが

たい｡

日立製作所ほ1957年に最初のゲルマ

ニウム整流器を納入して以来1958年末

まで約20,000kW製作の

が国第一の半導体

績を有しわ

造着であるが,そ

の代表的納入例を第10表に示した｡こ

れらはいずれも好調な運転を続ておけ

り,従来の他機械に比しなんらやっか

いな保守が必要でない点,比肩を許さ

ない高能率などで好 を得ている｡弟

25図はクリーニソダライン用ゲルマ

ニウム整流器を示す｡

半罫体整流器はハーメチックシール

という気密封鍼で整流体を包んである

のでセレンなどと異なり経年変化によ

る特性劣化がない｡したがって良好な

品質管理のもとに製作されたエレメン

トは半永久的に使用しうるわけであ

る｡製鉄用にこの新製品を使用され効

率向上,保守の簡単化を計られるよう

切望する｡

ィ〆一次断路部

〉‥_.変
流 器

零相変流器

第26図 メ タ ルク ラ ッド配電盤 内 部

第27同 宇内用メタルタラソド配電盤

二次断路削

電磁操作部

6,900V l,200A BMM-25 MA

第28L窒一 日 立 磁 気 遮 断器
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形 式 1.IiS-50-03TMA

第291¥l低J.1ミメタ′Lクラ､ソド配｣電解

形
一武

3DCB-50-03TMA

定格電圧 600V

定格■.は洗 1,eOOÅ

定格遮断容是 50,000A

第30l又1引 rl｣.昭二気･い 遮 晰 措こ壬

d.装 置

る.】開閉装置および配電盤

製鉄川電気機裾として圧延機川ほ妓も重要度が高く,

複雑な装置となっているが,多数の機器を適確に駆頗L

て初めてその目的が速せられる｡.これらの動力 源とし

てほ,駆動電動機の定格Flけ｣に応じて,6kV,3kV,

400Vあるいは200Vに1ぺ分せられ,それぞれ適合した

開閉および制御装置を設けて,安全確実な監視制御およ

び保護が行われるよう考慮しなければならない｡

一般に製鉄用開閉装置は,環境,取扱いなどの点から

閉鎖形とすることが望ましい｡故近ほ屋内外とも安全で

保守,点検,取扱いが容易で,fj_i煩度の高いメタルタラ

ッド配電盤が広く採用されている｡

弟2d図ほ高圧用日立メタルクラッド配 盤内那構造

の一例を示す｡各機器が合理的にコンパクトに区垣昭親授

されており, 断器は第27図のようにチューリップコ

ンタクト式断路部分で主回路から切り離され,容易に引

ー113

第11表 遮断容量(MVA)

第12表 低旺気可-1遮断旨旨の定格

定格一正圧(Ⅴ〕買 定 格 電 流〔Aう

40- 600

200-1,600

2,000-3,000

遮 断 容 量(A)

雫
喜
引
1
u

第31l又l集中制御ノノ式の機筈詩,配電盤,制御盤など

配置の一例

き‖Lて点検,試験ができるこ.特に~可燃物をきらう場所

には日立磁気遮断器(第28図)を内蔵したメタルタラッ

ド配電盤が推奨される｡また耐雨雪,耐湿,通気などを

考慮した屋外用とすれば建屋の節減もできる｡内蔵 断

量としてほ電源葬量に応じて第Il表のもの

が製作されている｡

また低圧開閉装置としてほ,低圧負荷群の小心部に設

置して配電能率を上げる,いわゆるパワーセンター式配

電設備川の低圧メタルクラッド配電盤(弟29図)が好適

である.｣中に立体的に装備される気中

ほ小形スマートな引 で闇

断器(弟30図)

量大きく,大容量電視

回路にも直接に使川叫一能である｡その定格は弟12表に

示すとおりである｡

る.2 集中監視制御盤

圧延機のように多数の機器が付属Lておf),それぞれ

協調して確実に 転する必要がある場合,これらをうま

く操作,監視するためにほ,中央

体を一筒所に

中制御方式とし,全

申して遠方制御し監視することがぜひ必

要となる｡また日動制御もできるだけ多く取り入れ,榛

器相互間の連動を合理的に行うことによって,保守の簡

易化を計ることが必要である.｣

中制御方式としては被制御機器,電気所の種別によ

り,またその必要度に応じて掩々の方法が考えられる
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第殊ββ形

(注)下部前面盤およてJ斜面盤の両名或は一方を

_必要に応じ可動盤とすることもある｡

(』)

βr形(縮爪形)

()内は箔碓井夕寸法

第32図 集 中 監 視 制 御 盤 の 形状

第33図 八幡製鉄所納9,000kW(､12,000HP)イルブナ変流

機設備用集中監視制御盤

第34図 BC形 総 括 制 御 盤

が,一般に被制御機器の近くにその開閉器具および制御

装置を設け,これを遠方の集中制御盤から総括して監視

制御するのが普通である｡これを図示すれば第31図の

ようになり,現場に~て直接機器を監視しながら制御する

必要のある場合には各機器ごとに近接して操作台を設

仇 最少必要限度の計器,操作スイッチ,表示灯を取り

付ける｡

機器と中央制御所問の距離がさらに遠くなると,いわ

ゆる遠方監視制御方式となり,少数の連絡線で多数の機

器を遠方から監視制御し,数箇所の機器群あるし

所を一箇所で遠方監視制御することもできる｡′

集中監視制御盤の構造としては弟

32図のように,稜々の形状のもの

がある｡.それぞれ設置場所と機器と

の関係位置,取付け器具の数量など

に応じて最適のものを選定すべきで

ある｡第32図中A～Cほこの制御

盤の前方に機器あるいは計器盤など

を配置して,それを監視しながら制

御する場合に適している｡またD

ほ配 盤室に設置され,機器とは別

置されている場合に一般に適用され

●
､

八幡製鉄所納厚板分塊圧延機用

9,000kW(12,000HP)イルブナ変流

機設備の集中監視制御儲;(第33図)

は前者の一例である｡この場合は制

御盤から,9,000kⅥ7(12,000HP)圧

延用直流主電動機,10,000kW イル

グナ変流機駆動用6,700kW(9,000

HP)三相誘導 動機をはじめ,圧延

用補機などの運転状況および圧延作

業などを監視しながら総括制御す

る｡

また監視用計許晩 表示装置が多くなると,計器盤部

分を広くLた弟34図のようなBC形制御盤とL,複雑

で多数の機器を適確に操作するため,直接機器を監視す

る代りに照光式 示装置,グラフィック ホ装田を適当

に設けて集中監視制御を確実容易にしている

7,製鉄用制御機器

製鉄用制御機器の ちろん非常に多く,それら

に共通に課せられる要求ほ,あらゆる工 のうちでも最

も昔西告な運転に対する信板性であり,したがって電気的

および機械的耐久性の特にすぐれた される｡

この方面における永年の経験と不断の

試作研究ヱ･こよって,小は各種操作開閉器,制限開閉器煩

より大は電磁接触器,大容量の滑り調整器などにいたる

まで,今日の製鉄工 の要求するいかなる苛酢な運転に

も耐えうる制御機器を多数製作,納入して好成績を収め

ている｡なお,最近数値制御技術の発展とともiこ,製鉄

用制御装置にもこれが取り入れられようとする趨勢にあ

り,日立製作所では最近この種自動制御 置の構成に必

須な静止スイッチ｢ヒタログ｣を完成し,圧延機の自動

圧下装置の数直制御方式などを開発しつつある｡この方

面に関する詳細の記述は本号の別論文｢圧延機のオート

メーションについて｣に

最近の各種ミル主機および補磯にほほとんどすべて速
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第13表 直 流 電 磁 接 触 器 定 格 表

1,000万回以上1

1,000万凹以上:

1,000万回以上

1,ODO万回以上

1,000万聞以上

1,000万国以上

苧1,000万回以_ヒ

1,000万回以上

1,000万回以上

1,000万回以上

1,000方回以上

1,0007ブ回以上

1,000万回以上

1,000万回以上

1,000万回以_r二

1,000ノブ回以上

1,000万回以上

A級1号1種
(機械的寿命は0種)

A級1号1櫨
(機械的寿 命は0種)

A級1弓･1桂
(機械的寿命ほ0稗)

A級1号1種
(機械的寿 命は0櫨)

A級1号].柾
(機械的寿命は0種)

A綾1号1桂
(機械的寿命は0桔〕

A級1号1桂
(機械的寿命は0縫)

A級1号1瞳
(機械的寿命は0稀)

A級1弓-1掩
0伍)

A械
､

級
的 種‖

lま号翻l寿

A級1号1種
(機械的寿命は0種)

A級1号1程
〔機械的寿命は0瞳)

A級1号1種
(機械的寿命は0種〕

A級1号l種
(機械的寿命は0畦)

A級1-ぢ･1種
(機械的寿命は0撞)

A級1号1程
(機械的寿命は0種)

注: (1)各サイズとも補助接点数は2a十2b または3a+1b である

(2)本文中では定格電流ほ220Vにおけるものをいう

第35図 GPF形1S式直流電磁接触器

(常時閉路式)

圧制御の容易な直流電動機が使用されている現状である

から,ここでは最近開発された新製品として新形直流

磁接触器とAISE600番形直流電磁ブレーキの二者を代

表としてその概要を紹介する｡
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第36図 直流制御盤 の
一例

7.1直流電磁接触器

JEM｢直流電磁接触器案｣の規格に適合するもので,

弟13表iこ示す容量および器種が開発されている｡すな

わち定格電流は10,50,100,200,400,600,1,000A
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第37岡 GPF一一1S直流電磁接触器の構造

および1,500Aの8種類にわたり,器種としては補助接

触器(形式GPF一Ⅹ,制御回路用)常

GPF-1S 直流電動機主回路およひご加1

閉路式(形式

路回 常時

閉路式(GPF-10S,直流電動機の発電制動い11路用)およ

び機械的保持分路引外し形(GPFS-1S,保持電力不要

の特殊用)の4形式がある｡構造的にほ,それ白身で完

全な単体として組み立てられ,パネルあるいほ絶縁フレ

ームのいずれにも取り付けられる共用形であって小形か

つ軽量である｡弟37図のように椚孤装置を含む主接触

部の下二万に操作電磁石が配置された構造で,操作電磁石

の軸受はナイフエッジ形を採用して動作の円滑,保守の

容易および機械的摩耗の僅少化を図り,器具全体の機械

命を著しく延長することができた｡また■=J動接触子

の形状をフィンガ形として,閉路時の過渡的な接点の

開閉すなわち躍動をなくし,接点の熔着事故を防止する

とともにその電気的寿命も非常に延長されている｡消弧

装置に関しては電弧隔壁の構造を弟38図のように左右

両側壁より内側に向う多数の実相バリヤを交互に設け

R立評論 別†旧第29シテ

調霞 //.//人

a.接触子が開き発弧Lた瞬間の電弧

b.磁気吹消作用により固定側電弧碑が固定接触チェリ園足側持弧角

_1二に移る
ぐ.可動側電弧榊も可動側招弧角Lに移る
d.さらに電弧は上方に吹き卜げられ中央部は曲紺l芳直に抑L広げら

れ両脚吾lニほポケット内に抑L込められて電弧は.江連に膏滅する

第38匝1消 孤 原 揮 説 明 Lヌ†

第14表 600番血流竃磁ブレーキ定借表

往:(1)l自二巻竃磁ブレーキでは30分定格は制動ト′ンク1憧に,60分

定格は2伍(ただし電磁石コイル仕様を変えると1撞〕に

相当する｡

(2〕分巻電磁ブレーキでは60分定格は制動トルク1柊に,連続

定格ほ2瞳に相当する｡

て,それらの問に曲細隙を形成せしめ,電弧柱部分が,

この曲細陰によって長さを引き伸ばされ,かつ広い冷却

壁による消イオンを促進して急速消孤を行わしめてい

る.こまた 弧の両端部はおのおの固定側招弧角とジルコ

ン磁器製障壁との間,および可動側招孤角と内部障壁と

の問に形成されるポケット那に駆動され,ここで強い冷
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第39岡 600番和束電磁ブレーキ

却および日ソ｣を受トナて消孤か促 ∪るれ この椚弧装腔

の機構によりすぐれた遮断性能が得られるし 弟】3表に

督ぷ摘Ijに新形寓流電磁接触器の

＼､さ′

r

郡 品 名

断替晶,電気的およぴ

機械的寿命などの諸悼能をホしてあり,JEM実による

A級1号1程の･性能を保課しているこ,

7.2 る00番形直流電磁ブレーキ

JEMl120(1956)｢配延補機および起屯機川南灘電動

機用電磁ブレーキ_lの規楢に適合するもので,

ブレーキの規格はJE丸illO9!~比延補機および

祀流電動機｣‖として規定されたものであるL_･･

の電磁

重機用

第14表

tこ示す鮮.~ナおよび器梅が開発されているし∴･すなわち正巻

と分一巻の2櫨類があF),いずれも枠番601より618まで

のL白:流電動機に適川されるし
の機動電 和が

励磁されて佃働ほゆるみ,穏動機州各を閃けば電磁石は

消磁されて購力な佃j動バネの力によって迅速な制蘭作川

が行われるl_.第40図に示すよ 磁竜にー.｢ノ 石,アーマチュ

ァ,ボス1､,シュー,制動輪およびベースなどを主要部品

とL,きわめて簡申な構追であるし電磁石サースは鋳鋼

製でその鮎附こBクラス絶縁を施Lたコイルを納め･ア

ーマチュアとともにクラッパ形電磁石を形成しで持り,

制動バネほ,電磁イrの[い心部を貴通してアーマチュアを

卯しつけている｡従来のプランジャ形電磁石に比べてア

ーマチュアのストロークが僅少であるか引聞合吋の衝撃

が少なく,かつ復純なリンク機梢がなく,電磁石ストロ

ークがそのままシューの移動距離となる直結機構である

から,機械的摩耗部分が著しく減少し,ブレーキ機構全

体の長寿命を保胡できるし,アーマチュアおよびポストも

鋳鋼製でおのおのベースに固定されたピン@および㊧に

ょって支持され,このピンを安軸として回転する｡ほか

のすべてのピン矧･封司様に固定し,かつ江柚して摩

防止する構造となっているし_.2偶のシューほおのおの1

本のピンによりアーマチュアおよぴポストに取り付けら

れている｡ライニングは摩擦係数大きく,制動時の高熱

に耐えかつ摩耗の少ない良 のアスベストライニングを

使用し,シューの裏側にネジで取り付けてある｡ライニ

スト ッ プボルト

ビ こ/

制 動 バ ネ

バネ調盤･ボルト

電 磁 ム

手動ゆるめナット

電 磁 柏 崎

手動ゆるめ装置

ギャ ッ プカバー

指 針

ア
ー マ チ ュ ア

ギャップ調整ロッド

制 動 輪

ビ こ/

ラ イ ニ ソ グ

ポ

シ

ビ

ス】､

ビ

ビ

ス

ス ト

ソ

ソ プボルト

ト ッ

第40周 600爵直流電磁ブレーキの構造

ングほ長寿命を期するため考慮された適当な厚みを持っ

ている｡てl購臥輸は熱膨眼および摩耗の少ない特殊高級鋳

鉄で製作されている｡電磁石のエアギャップ点検のため

のギャ､ソブカバー@と指計@およびェアギヤップ調整の

ための調整ロッド@,制動輪とシューのギャ､ソプ調整の

ためのストリブボルト ①および@,手動ゆるめのた

めの手動ゆるめ装閏｣⑥も付属しており,掘付時の調整

がきわげ)て簡甲▲に行えるようて･･こ考慮されている｡弟40

図i･ま渦動状態せ示すが,電磁石が励磁されると,制動バ

ネの力に打ち障ってアーマチュアをまず兢ストロークだ

け吸引するし.アーマチュアにはシュー⑯が 結されてい

るから,これらほピン㊥を支軸として外側に州転し,

ストソプポル1､亘)に突当って回転を止められる｡アー

マチュアの恒1転が止められると残りの兢ストロークは逆

に電磁石が 動する｡すなわちピン㊧を支軸として内

側に回転し,ロッド⑲を通じてポスト(亘に運動を伝

達し,ポストはシュー⑯とともに外侭附こ回転して制動

輸の制動を解除する｡かくして伝動軸ほ回転を始める｡

電磁石ストロークが僅少のため,制動解除までの動作時

間ほ非常に短い｡電磁石の励磁を取り除くと,制動バネ

はシューと制動輪の間に強い摩 力を生ぜしめ,制動作

用を行うが,制動時の動作時間も制動バネのストローク

が僅少のため非常に短い｡



昭和34年5月

8.結

製鉄用電気機器ほ上

圧 延 機

言

のように苛酷な条件のもとで使

用され,しかもその運転は寸時も停滞を許されない状態

にありきわめて信頼度の高いものであることが要求され

る｡同期電動機,誘導電動機など特に製鉄用として考

されたことについて触れたが,直流電動機の600番系列

の禰機 動機ならびに電磁制動機は近時開発されたにも

かかわらず,すでに相当数のものが稼動にはいっている

のほ本系列のものが使用に使なるのみならず顧客の英断

によるものと思う｡水銀整流器も近時ますます使用され

るようになってきたが,半導体整流器もその応用分野を

拡大してくるものと思われる｡配 盤もメタルクラッド

形配電盤がますますその威力を発揮してくるものと恩わ

れる｡制御器具はいわゆるミル用の高頻度のものが完成

特許第215756号

特 許 の

巷戻

本発明は帯材などが巻き戻されることによって張力の

働く場所が軸の中心に対して変化する場合に,その帯材

にほほ一定の張力を与えるよう自動的に制動トルクを変

化する制動装置を有する巻戻装置にかんするものであ

る｡.

巻戻される帯材などを回動的に支持した軸にブレーキ

ドラムを具え,このブレーキドラムにかかるブレーキシ

ューの制動~ノブをレバーの作用で変えうるようにし,一方

特 集 号 日立評論別m第29号

されて,粕こ電磁接触舘ほ新形が開発されて面目を一新

Lて,高頻度の要求に完全に応じた実績を示している.

今後各機縛の改良により,増大する苛酷なる要求を満足

せしめ顧客の要望にこたえたい｡.大方の御指導御鞭櫨を

お願いする次第であるu
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紹 介

装 置

石 井 英 雄

帯何の円問跡こその半径の変化を検知するレバーをロ｢

ルを介して当てこのレノミーと前記ブレーキシューのレバ

ーとを引張りバネを介Lて機構抑こ連絡させた｡.巻戻し
帯材の半径の変化に｣~むじてレバーが動き,バネの張力を

変じ,その力がレノミーを介してブレーキシューの制動力

を調整する√.これによって帯材に働く張力は常時→定に

保持されることになるし. (高橋)




